
非人間的に職務を遂行しているのではないことを

われわれはよく知っているはずである。しかし，

厳密に考えると、これは高級公務員にかぎられる

ことではなく、程度は異なるけれども，大なり小

なり，すべての公務員にあてはまるであろう。

現代行政における人間的要素は，以上のような背

景のもとで注目されるようになってきたのであ

る。

4 アポロ型とディオニソス型

行政における人間の研究は，したがって，現代行

政学の一つの注目すべき動向である。行政におけ

る人間の研究は，一般に人間をいくつかのタイプ

ないしはスタイルに分け，それを武器として現実

の行政を分析するという方法をとるのが通例であ

る。いうまでもなく，現在までの行政理論におい

て多くの学者が展開した人間のタイプに関する理

論をここでことごとく紹介することは，紙数の関

係上，不可能である。そこで，アメリカにおける

最近の、しかも，こんにちの公務員が直面する問

題の解決に幾分なりとも寄与すると考えられるタ

イプを紹介することにしよう。

それは，ホワイト＜Ｏrion　White,Jr＞のアポロ

型＜Apollonian＞とディオユソス型＜Dionysi-

an＞の区別である。アポロ型人間とディオエソス

型人間の区別は,すでに早くから政治学において，

理知的人間と情熱的人間との区別とほぼ対応させ

なから説かれているが，ホワイトの類型的区別は

従来の類型的区別と若干異なる。

ホワイトは，ブラウン＜N.O.Brown＞が生と

死』＜Life　Against　Death,1955＞という書物で

展開した類型的区別を行政の分野に導入したので

ある。ブラウンは，自我弱いために死という現実

に対決できないので，できるだけ節制し長命しよ

うとする人を，ギリシャの理性の神アポロになぞ

らえてアポロ型人間とよび，これに反して，自我

が強いために死をおそれず，生活においてみず

からことごとく使いきってしまおうとする人を，

ギリシャの情熱の神ディオエソスになぞらえてデ

ィオユソス型人間とよんだのである。すなわち，

ホワイトの区別と従来の政治学の区別とは，第一

にホワイトのばあい，アポロ型人間の理知的性格

といっても，それは死に対決できない自我の弱さ

からくるものであって，もっぱら死と対決するの

をできるだけおくらせようとするために働く範囲

内の理知的性格にすぎないというように，いわば

理知的性格の照準枠組が異なるわけである。

ホワイトのアポロ型人間は，自分の長命という目

的のためには他の一切のものを手段として利用す

るということになる。したがって，この型の人間

の性格は，最近のアメリカの組織諭の権威で，わ

が国にもよく紹介されているシェパード＜H.A.

Shepard＞の第一次的精神状態，すなわち，「み

ずからを世界の他の人びとから切り離し，自己の

内的な環境の要求するところのものを獲得するた

めに，外的な環境に存在する乏しい資源を他人と

争わなければならないから，他人はせいぜいのと

ころ手段にすぎなくなる」という精神状態とほぼ

対応する。また，ディオエソス型の人間は一種の

自己犠牲ないしは自己否定の性格の持主であるか

ら，シェパードの第二次的精神状態，すなわち，

　「個人は相互に手段としての意味以上のふのをも

つという前提にたち，個人の発展や幸福の自己実

現は人間相互の信頼的・非搾取関係の産物であり

また，物質的幸福に必要な消費物資は協働によっ

て生産され，さらに，その分配も全員の一致によ

って決定ざるべきであると考え，そして，その協

働と一致の休系における成員は，相互の発展のみ

ならず，その発展が依存する高次の目的に対して

も深くコミットしようとする」という精神状態と

５



ほぼ対応する。

ホワイトの類型的区別が、しかしながら、従来の

政治学における類型的区別や右のシェパードの精

神状態の区別と異なるのは、第二に，それが，た

んに個人のレベルの性格に注目するのみならず，

いまそれよりも、組織のレベルの性格に注目し、

それを強調しているところにある。たとえば，長

命りためには一切の手段を利用するというのは,

個人分レベルだけではなく，組織のレベルでもみ

られるというのである。すなわち、われわれがよ

く知っているように，行政組織は，それが設立さ

れたときの目的が達成されて乱あるいは，その

目的がもはや社会的に必要性を失うても、組織自

休が次々と目的をデッチあげて組織の長命を計る

傾向をもつが―いわゆる目的の順次的継承＜g-

oal　succession＞―，そのような組織をアポロ

型組織とよび，それに反して，組織の目的に深く

コミットするために組織が現在もっているあらゆ

る資源を使いきってしまおうとする組織をディオ

三ソス型組織とよぶのである。

５ アポロ型公務員＜組織外の関係＞

以下に，このホフイトの類型的区別を用いて，現

在のわが国の行政の具体的担当者，すなわち，公

務員と行政組織の性格を分析してみることにする

が，その重要性にもかかわらず，組織の分析は，

紙数の関係上，他日に譲ることを許されたい。

わが国の公務員，いな，いままでの世界各国の公

務員が一般的にいってアポロ型人間である―行

政組織もそうであろう―ことは，容易に想像さ

れるであろう。以下に，それを，便宜上、公務員

がその職務のうえで接触する国民，民衆，住民，

社会とめ関係、ややなじみめない言葉であるが組

織外関係と,かれが接触する同僚、上役、部下,

慨の部局のものとの関係、すなわち、組織内関係

とに分けて、考察してみよう。

なによりも長命を願う人間は，自分の安全を第一

に考えるあまり，対外関係において自分の傷つく

のを極度にきらう。人間が対人関係において傷つ

くのは，一般に他人の批判にさらされるときであ

る。ベンサムは「軍人が弾丸にあたるのが義務で

あるように，公務員は悪口をいわれるのが義務で

ある」といっているけれども、傷つくのを恐れる

アポロ型公務員は，まず，できるだけ市民＜国民

や住民＞の批判にさらされないように努力する。

公務員が市民の批判にさらされないための有効な

方法は，まず,公務員と市民との関係を対等の関

係とせずん公務員のほりが優越する関係とするこ

とである。ここで，いまさちらしく，わが国,のあ

の法律学上の特別権力関係論をもちだす必要心な

いであろう。とにかく，行政主体と行政客体―

この言葉自体が前者の優越性を表現していると考

えるが―とのあいだにおける前者の優越性を裏

書きするさまざまの理論や慣行が動員されるわけ

である。公務員、すなわち，公共の奉仕者という

言葉は建前の世界にめみ祭りあげられ,本音では，

戦前のように，公務員は「お上」の一員であり，

市民は「下々」の一員であるという意識が大変都

６

合のよいものとして支持されるわけである。

公務員が市民の批判にさらされないための次に有

効な方法は，公務員の意志決定の基準や過程その

他の一切を市民に知らせない，すなわち，秘密に

するということである。例の外務省の秘密漏洩事，

件以来，この問題は多くの人びとによって論じら

れているので，ここでは，あの事件のさなかにあ

る地方公務員が、わたくしに「行政というものは

市民に知らせないのが原則で,知らせるりは例外

ではないですか」と真顔で訴えたということだけ

を記しておくにとどめる。



公務員は行政とう行為を市民に対して行ない，

市民はそのために喜んだり悲しんだりするのであ

るから，市民が公務員の行動に対して全然批判や

不満をいだかないということは考えられない。そ

　して、その批判や不満はときには公務員の責任の

問題を発生させる。いうまでもなく，責任を負う

　ということは,公務員がそれによって傷つぎ,長命

　という大目的に反することになる。そこで，公務

員はできるだけ責任を負わないように行動する。

まず，できるだけ責任を市民に転嫁させる。複雑

な手続をあらかじめ定め、それを守ることのでき

ない市民に責任を転嫁させるのが常套手段であ

る。責任は下にというのが，役所における鉄則で

ある。次に，公務員は市民にできるだけ部分的に

しか接触しない。たとえば、差別された部落の貧

困で病人の市民には，保健所＜または市民病院＞

は病人としての市民を，福祉事務所は貧困者とし

ての市民を，同和対策室は差別された市民をとい

うように，同一人物をバラバラにして各公務員が

接触し、その人間を卜－タルに取り扱おうとしな

い。しかし，その市民の差別，貧困,ご病気は不可

分に結合しているのである。要するに，卜－タル

に責任を負うことは，傷つくもととなるからであ

る。さらに，どうしても責任を負わなければなら

ないようなときでも、法という避難所に逃げよう

として最大限の努力をする。公務員にとって公益

に関する裁量判断を誤ったとして非難されるとき

には、公益というものがしばしば具体的明示性を

欠くことが多いため、公益に対する見解の相違と

いうことでその非難からなんとか逃げることがで

きるけれども、法律にはっきり違反していると批

判されるときには，一番大きな痛手をうける。そ

こで，公務員は,法律をできるだけ自分の都合の

よいように幅広く解釈し、そのなかに逃げこみ，

責任をまぬがれようとする。ここから，法ないし

は手続至上主義というものが生れる。すなわち、

公務員は自分の行為が法律に違反しないように汲

々努力するけれども、その行為が市民や社会に

実際的にどのような機能をいとなんでいるか、そ

の行為の結果が市民や社会にどのような影響を与

えていくるかにほとんど関心を払わなくなる。法律

にのみ目をむけ，自分の行為の俗世間り社会に対

する結果に盲目になる性格を，キングスリ＜Ｄ.

Kings　ley＞は公務員の超俗的性格とよんでいる。

しかし，法はさきに述べたように，こんにちでは

法を実施するものの裁量的判断をいれて解釈され

なければならない。そのばあい，社会の現状勢力

ないしは支配的勢力を代弁するように判断すると

きに，→番傷つく恐れがすくない。公務員がつね

に社会の現状を代弁するとともに，かれが社会の

最底辺の人びとからつねに現状の代弁者としてみ

られるのは,こめためである。

6 アポロ型公務員＜組織内の関係＞

アポロ型公務員は行政組織の内部で同僚や部下や

　上官との関係においてどういう態度や行動をとる

か。もとより市民からの批判をざけ，責任をでき

　るだけ負わないようにする，さきに述べたような

　組織外的態度や行動は，組織のかかにもある程度

　姿をかえてもちこまれる。部内秘、部外秘,責任

　のセクション間のなすりあい等々はその表現であ

　ろう。したがって、右の組織外的行動の組織内的

移行はできるだけ省略して，組織内に特有のもめ

　にしぼって述べることにしよう。

　アポロ型公務員は,長命を第一に考えるのである。

ところで,公務員はそれぞれに割りあてられた仕

事をすることによって生存している。したがって,

その仕事がなくなる，いな,すくなくとも重要性

がうすれるというようなととがあれば,直接自分

の生存にかかおるわけである｡したがって,自分
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